
 

具現化された AI の変曲点：Figure 03 と

グローバル人型ロボット時代の黎明 
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序論：単なる機械を超えて -  Figure 03 の戦略的意義 
 

2025 年 10 月、Figure AI 社が発表した第 3 世代人型ロボット「Figure 03」は、単なる新製品

の発表に留まらない。これは、人型ロボット産業が、長年にわたる投機的な研究開発の段階を

終え、商業的実現可能性と地政学的な競争が交錯する、新たな覇権争いの時代へと本格的に移

行したことを告げる市場定義的な出来事である。この発表は、これまで「もし実現すれば」と

いう仮定の話であった汎用人型ロボットのマスマーケット展開が、「いつ実現するのか」とい

う具体的なタイムライン上の課題へと移行したことを示す、決定的な変曲点として位置づけら

れる 1。 

本レポートは、この歴史的な瞬間を、多面的なグローバル競争というレンズを通して分析す

る。特に、米国で生まれつつある多様な戦略と、中国が国家的な産業政策を背景に急激な台頭

を見せている動向に焦点を当てる 3。Figure 03 の登場は、技術的優位性、製造規模、AI ソフ

トウェアエコシステム、そして国家産業戦略といった、未来のロボット産業を規定する主要な

戦場で、火蓋が切られたことを意味する。 

今後の人型ロボット市場における勝者は、単一の技術的ブレークスルーによって決まるのでは

ない。むしろ、洗練されたハードウェア、自己進化するソフトウェア、強靭なサプライチェー

ンの掌握、そして最も重要かつ困難な課題である社会的な受容性という、複雑に絡み合う要素

を統合することに成功した者こそが、この新しい時代の覇者となるであろう。本レポートは、

Figure 03 の発表が持つ戦略的な意味合いを深く掘り下げ、人型ロボットが我々の社会に浸透

していく未来へのロードマップを提示することを目的とする。 

 

第 1 章 Figure 03 の解剖：人間とロボットの新たなイン

タラクションパラダイム 



 

Figure  0 3 の設計と機能は、単なる技術仕様の羅列としてではなく、商業的な成功と社会的な

受容という、人型ロボットが直面する根源的な課題を解決するために練られた、意図的な戦略

的選択の集合体として解釈されるべきである。そのデザイン哲学から技術アーキテクチャ、そ

して市場投入戦略に至るまで、Figure  0 3 はロボットと人間の関係性を再定義しようとする野

心的な試みと言える。 

 

デザイン哲学：受容性のためのエンジニアリング 
 

Figure  0 3 の最も際立った特徴の一つは、その外観にある。従来の産業用ロボットが持つ無機

質な金属のイメージを覆し、家庭や公共の空間に自然に溶け込むことを目指したデザインが採

用されている。 

この設計思想の中心にあるのは、「不気味の谷」現象の克服という、長年の課題への直接的な

挑戦である 6。「不気味の谷」とは、ロボットが人間に似てくるほど親近感が増すものの、あ

る一点を超えると急激に不気味さや嫌悪感を抱かせるようになる心理現象を指す。Figure  0 3
は、「ニットのようなスキン」または「ソフトグッズ」と呼ばれる布製の外装で覆われている 
8。この柔らかい質感は、人間とロボットとの間の心理的な距離を縮め、リビングルームのよう

な生活空間に存在することへの抵抗感を軽減することを意図している。金属が剥き出しの機械

が家庭内に存在する光景と比較して、柔らかなニットウェアを纏った人型ロボットの存在は、

ユーザーの受容度を格段に高める可能性がある 8。 

さらに、このデザインは安全性にも深く配慮している。外装の下には、挟み込み事故を防ぐた

めに戦略的に配置された多密度フォームが内蔵されており、硬い機械部品との直接的な接触を

避ける設計となっている 9。この外装は洗濯可能で、工具なしで簡単に取り外したり交換した

りできるため、メンテナンス性も高い 9。これらの特徴は、Figure  AI が単に高性能な機械を開

発しているのではなく、人間が日常的に共存する「製品」を設計していることを示している。

このアプローチは、多くの競合他社がいまだ研究室の域を出ない中で、Figure  AI が家庭市場と

いう、より複雑で予測不可能な領域を明確に見据えていることの証左である 1。 

 

技術アーキテクチャ：自律性と拡張性のための構築 
 

Figure  0 3 の内部には、その野心的なビジョンを実現するための最先端技術が凝縮されてい



る。特に、完全な自律性と継続的な自己進化を可能にするためのアーキテクチャが際立ってい

る。 

ワイヤレス誘導充電：Figure  0 3 の足には充電コイルが内蔵されており、専用のワイヤレスス

タンドに乗るだけで 2 kW の電力で充電が可能である 9。これは、真にケーブルフリーな自律運

用を実現するための画期的な機能と言える。商業施設での連続稼働や、家庭での「一日中必要

に応じて自動的にドッキングして再充電する」というシナリオを実現するためには、物理的な

ケーブル接続の手間を排除することが不可欠である 9。この機能は、ロボットの運用効率とユ

ーザーの利便性を劇的に向上させる。 

高度なセンサー群：ロボットの「目」となるビジョンシステムは、高周波数の視覚運動制御の

ために設計された次世代型である。旧世代の Figure  0 2 と比較して、フレームレートは 2 倍、

遅延は 4 分の 1 に短縮され、カメラあたりの視野は 60 %拡大した 9。これにより、AI である

「Helix」は、より高密度で安定した知覚情報を得ることができ、家庭のような物が多く散らか

った複雑な空間でのナビゲーションや精密な操作が可能になる。さらに、各手のひらには広視

野・低遅延のカメラが統合されており、物を掴む際に主要カメラが遮られた場合でも視覚的な

フィードバックを維持できる 9。 

触覚インテリジェンス：Figure  AI は、市場の既存の触覚センサーでは実世界の過酷な使用に耐

えられないと判断し、独自の高耐久性触覚センサーを内製した 9。各指先に搭載されたこのセ

ンサーは、わずか 3 グラムの力、すなわち指の上に置かれたペーパークリップの重さを検知で

きるほどの感度を持つ 9。この精密な触覚情報により、Helix は滑り落ちる前に確実なグリップ

を判断し、壊れやすい物体や不規則な形状の物体を巧みに扱うことが可能になる。これは、複

雑な家事や産業タスクをこなす上で決定的に重要な能力である。 

データオフロード：Figure  0 3 には、10  Gbps のミリ波データオフロード機能が搭載されてい

る 9。これは、フリート全体（配備された全ロボット群）が、現実世界でのインタラクション

から得たテラバイト級のデータを高速でアップロードし、AI モデルの継続的な学習と改善に活

用するためのものである。このデータ収集とフィードバックのループは、Figure  AI の長期的な

競争優位性の源泉となる。より多くのロボットが配備され、より多様なデータを収集するほ

ど、Helix は賢くなり、ロボットの能力は向上する。この「データフライホイール」効果は、

後発の競合他社が容易には追いつけない参入障壁を築く可能性がある。 

 

デュアルユース戦略：工場を制して家庭へ 
 

Figure AI の市場戦略は、産業用と家庭用という二つの領域を巧みに連携させる「デュアルユー

ス」アプローチに基づいている。これは、技術の成熟度と市場投入の現実性を両立させるため



の、極めて合理的な戦略である。 

同社はすでに、前世代機である Figure  0 2 を BMW の生産ラインで実証実験しており、産業用

途での実績を積み重ねている 8。工場のような構造化された環境は、ロボット技術を現実世界

でテストし、耐久性や信頼性を証明するための理想的な場である。BMW の工場で Figure  0 2
が 5 ヶ月間、毎日 10 時間稼働しているという事実は、そのハードウェアが実用レベルに達し

ていることを示唆している 8。 

この産業分野での展開は、単なる技術実証に留まらない。これは、収益を生み出し、量産体制

を確立し、そして最も重要なこととして、AI モデル「Helix」を訓練するための膨大なデータを

収集する機会となる。Figure  AI の公式発表が「家庭の変動性や扱いにくさの問題を解決するこ

とで、職場での可能な限り広い範囲のタスクを実行できる真の汎用製品を開発している」と述

べているように、同社はより困難な家庭環境への挑戦を最終目標としている 10。工場での経験

を通じて洗練された技術と AI は、最終的に家庭用ロボットの性能向上に直接的に貢献する。こ

の戦略により、Figure  AI は、多くの競合が直面する「鶏が先か、卵が先か」というジレンマ

（高性能な AI がなければ普及せず、普及しなければ AI を訓練するデータが集まらない）を回

避することができる。工場という比較的予測可能な環境で足場を固め、そこで得た技術的・経

済的な力を、より広大で複雑な家庭市場へと展開していく。この二段構えのアプローチこそ

が、Figure  AI の野心的なビジョンを現実のものとするための鍵なのである。 

 

第 2 章 Figure AI の解剖：ロボット工学の巨人 
 

Figure 03 という革新的な機械の背後には、現代のディープテック・スタートアップの成功法

則を体現した企業、Figure AI が存在する。その急成長は、卓越したビジョンを持つ創業者、世

界最高峰の頭脳の結集、巨額の資金調達、そして長期的な視点に立った明確な戦略の賜物であ

る。 

 

創業者とビジョン 
 

Figure AI は 2022 年、連続起業家のブレット・アドコック（Brett Adcock ）によって設立され

た 14。彼は、電動垂直離着陸機（eVTOL）を開発する Archer Aviation や、人材マッチングプラ

ットフォームの Vettery を創業し、いずれも成功に導いた実績を持つ 15。特に Archer Aviation
のような、資本集約的で高度なハードウェア開発を伴う事業を成功させた経験は、人型ロボッ

トという壮大な挑戦において極めて重要な資産となっている。 



アドコックのビジョンは明確かつ壮大である。彼は、世界的な労働力不足を解消し、最終的に

は「すべての家庭に人型ロボットが存在する」未来を創造することを目指している 1。彼が公開

した「マスタープラン」では、この事業を 30 年という長期的な視点で捉え、「成功の可能性

は極めて低い」とリスクを認識しつつも、「地球上で最も大きく、最もインパクトのある企業

の一つ」を築くという野心を隠さない 16。この明確で力強いビジョンが、トップクラスの人材

と巨額の資金を引き寄せる原動力となっている。 

 

エリートチームの構築 
 

アドコックは、そのビジョンを実現するために、業界の最高峰の才能を積極的に引き抜いてき

た。Figure AI のチームには、Boston Dynamics、Tesla、Google DeepMind、Apple といっ

た、ロボット工学と AI の分野をリードする企業出身の専門家が集結している 15。その結果、チ

ーム全体で 100 年以上の AI および人型ロボット開発経験を持つ、世界有数の頭脳集団が形成

された 22。この卓越した専門知識の集中が、設立からわずか 1 年足らずで機能的なプロトタイ

プ（Figure 01）を完成させるという、驚異的な開発スピードを可能にしたのである 20。 

 

攻撃的な資本戦略 
 

Figure AI の成長を支えるもう一つの柱は、その驚異的な資金調達能力である。同社は設立から

短期間で 17 億 5000 万ドル以上を調達している 24。特筆すべきは、2024 年 2 月のシリーズ B
ラウンドで、評価額 26 億ドルで 6 億 7500 万ドルを調達し、さらに 2025 年 9 月のシリーズ

C ラウンドでは、評価額 390 億ドルという驚異的な水準で 10 億ドル以上を調達したことであ

る 14。 

この資金調達をさらに戦略的なものにしているのは、その投資家の顔ぶれである。Microsoft 、
NVIDIA、Intel、Amazon（ジェフ・ベゾスを通じて）、そしてかつてのパートナーである

OpenAI といった、テクノロジー業界の巨人が名を連ねている 14。これは単なる資金提供に留

まらない。Microsoft からは AI インフラ（Azure）、NVIDIA からはシミュレーションと計算資

源、Amazon からは物流分野での巨大な潜在的需要といった、事業を加速させるための戦略的

リソースへのアクセスを意味する 21。これらの戦略的資本は、単なる資金力以上の強力な競争

優位性となり、他のスタートアップに対する高い参入障壁を築いている。このエコシステム全

体の価値こそが、390 億ドルという評価額に反映されているのである。 

 



戦略的転換：OpenAI との決別と Helix の台頭 
 

2025 年初頭、Figure AI は、投資家の一員でもあった OpenAI との提携を解消するという、業

界を驚かせる決断を下した 14。この動きは、Figure AI の最も重要な戦略的シグナルと解釈でき

る。 

CEO のブレット・アドコックは、その理由を次のように説明している。「現実世界で大規模に

具現化された AI（embodied AI）を解決するためには、ロボットの AI を垂直統合しなければな

らないことがわかった。ハードウェアをアウトソースできないのと同じ理由で、AI をアウトソ

ースすることはできない」32。この発言は、汎用的なクラウドベースの大規模言語モデル

（LLM）は強力であるものの、真に自律的な人型ロボットが必要とする、低遅延で高頻度な、

物理世界に根差した推論には不十分であるという結論に達したことを示唆している。 

OpenAI のモデルは、主にインターネット上のテキストや画像という、身体性のないデータセ

ットで訓練されている。しかし、ロボットは物理法則、因果関係、そして現実の物理的インタ

ラクションの機微をリアルタイムで理解する必要がある。アドコックの決断は、ロボットのセ

ンサー（視覚、触覚）、物理的な行動、そして AI の意思決定プロセスの間のフィードバックル

ープが、極めて密接に統合されなければならないという思想に基づいている。「脳」をサード

パーティに委託することは、遅延や目的の不一致、そして戦略的な依存関係を生み出す。 

この戦略的転換は、同社が独自開発したエンドツーエンドの AI プラットフォーム「Helix」の

本格的な始動を意味する。Helix は、Figure のハードウェアのために特別に設計された、視覚-
言語-行動（VLA）モデルであり、ハードウェアとソフトウェアが共進化する垂直統合された

「神経系」を構築する試みである 8。Figure AI は、この独自の AI こそが、他社には模倣できな

い、防御可能な競争上の堀（moat）になると賭けているのである。この「AI 主権」とも呼べ

る思想は、同社の長期戦略の根幹をなしている。 

 

垂直統合と製造：BotQ ファクトリー 
 

Figure AI の垂直統合へのこだわりは、AI だけに留まらない。同社は製造プロセスにおいて

も、自社管理を徹底する道を選んだ。その象徴が、高効率な量産を目的とした専用製造施設

「BotQ」の設立である 9。 

BotQ の初期目標は、年間最大 12,000 台の人型ロボットを生産し、今後 4 年間で合計 10 万台

のロボットを生産することである 9。この数字は、同社がプロトタイピングの段階を完全に脱

し、大規模な商業展開を真剣に目指していることを明確に示している。 



さらに、Figure  0 3 の開発においては、製造プロセスそのものが根本から見直された。コスト

が高く時間のかかる CNC（コンピュータ数値制御）機械加工から、ダイカストや射出成形とい

った量産に適した工法へと移行したのである 9。ロボット工学の歴史は、技術的には優れてい

ても商業的に成り立たなかったプロトタイプの墓場である。アクチュエータをはじめとする部

品コストの高さが、常に普及の大きな障壁となってきた 2。Figure  AI が専用工場に多額の投資

を行い、製造容易性（DFM）を考慮して Figure  0 3 を設計したことは、技術的な課題だけでな

く、ユニットエコノミクスという商業的な課題にも正面から取り組んでいることの証である。

この製造への強いコミットメントこそが、研究プロジェクトと真の商業的リーダーを分かつ重

要な要素なのである。 

 

第 3 章 アメリカの巨人たち：哲学の衝突 
 

米国の人型ロボット市場は、単一の技術競争ではなく、未来のロボットのあり方を巡る、それ

ぞれに異なる戦略的ビジョンを持つ巨人たちの衝突の場となっている。大量生産によるコスト

リーダーシップを目指す者、究極の運動性能を追求する者、そして特定分野での実用性を優先

する者など、そのアプローチは多岐にわたる。 

 

Tesla の Optimus ：大量生産というゲーム 
 

Tesla が開発する Optimus は、同社が電気自動車で培った強みを最大限に活用する戦略をとっ

ている。その哲学は、AI（完全自動運転、FSD のソフトウェアスタック）、バッテリー技術、

そして大規模な量産能力を応用し、前例のないスケールで低コストの汎用ロボットを市場に投

入することである 18。 

Optimus Gen 2 は、Tesla が自社設計したアクチュエータと 11の自由度（DoF）を持つ手を特

徴とし、同社の車両と同じ AI システムによって制御される 37。その主なターゲットは、まず自

社の工場における労働力不足の解消であり、将来的には消費者向け製品としての展開を見据え

ている 36。イーロン・マスク CEO は、Optimus が Tesla を「25 兆ドル企業」にする可能性が

あるという、極めて野心的な見通しを示している 36。 

Tesla の戦略を最も特徴づけているのは、3 万ドル以下という具体的な価格目標である 39。こ

れは、圧倒的な生産規模を通じて、人型ロボットを一部のハイテク産業のツールから、広く普

及するコモディティへと変貌させようとする明確な意図の表れである。 



 

Boston Dynamics の Atlas ：究極の運動性能の頂点 
 

Boston Dynamics の Atlas は、数十年にわたる研究開発の集大成であり、人型ロボットの動的

な運動性能と敏捷性の限界を押し広げ続けてきた存在である。その開発は歴史的に米国防高等

研究計画局（DARPA）の資金提供を受けており、技術的な極致を追求する哲学が根底にある 
40。 

最近、長年活躍してきた油圧式の Atlas が引退し、完全に電動化された新しい商用バージョン

が発表されたことは、同社が研究から製品化へと大きく舵を切ったことを示す重要な戦略的転

換点である 40。新しい電動 Atlas は、腰や首の関節が 360 度回転するなど、人間の可動域を超

える能力を持ち、人間らしい動きを模倣することよりも、タスクの効率を最大化することを優

先している 42。 

当面のターゲットは、その比類なき運動能力が独自の価値を提供するハイエンドな産業用途で

あり、親会社である現代自動車（Hyundai）との提携を足がかりに市場参入を図る 40。Atlas の

最大の差別化要因は、二足歩行における最も困難な問題を解決してきた歴史と、他社の追随を

許さない圧倒的な動的性能である 43。 

 

Agility Robotics の Digit ：物流のスペシャリスト 
 

Agility Robotics の Digit は、他の多くの企業とは一線を画す、極めて実践的で焦点の定まった

アプローチをとっている。その戦略は、物流および倉庫オートメーションという、特定の高価

値な垂直市場に特化することである 46。 

Digit は、コンテナ（トート）の移動といったバルク品のハンドリングに特化して設計されてい

る。人間中心に設計された施設、例えば階段や狭い通路を移動できる二足歩行の設計と、35 ポ

ンド（約 16kg）という実用的な可搬重量を特徴とする 49。 

主要なターゲットは大規模な物流事業者であり、特に Amazon の施設でのテスト運用に関する

パートナーシップは、その商業的焦点を象徴している 47。Agility Robotics の差別化要因は、最

初から「汎用」ロボットという複雑な課題に取り組むのではなく、単一で収益性の高い問題を

解決することに集中している点にある。この「ウェッジ戦略」は、より安定した収益と規模拡

大への道筋を提供する可能性がある。 



 

Sanctuary AI の Phoenix：器用さの virtuoso  
 

Sanctuary AI の Phoenix は、人間のような知能と、特に「手」の器用さに重点を置いた開発哲

学を持つ。その目標は、多種多様な微細な運動タスクを実行できる汎用ロボットの創造である 
51。 

Phoenix の技術的な核心は、20 の自由度を持つ手と、触覚を模倣する独自のハプティックフ

ィードバック技術、そして人間の認知サブシステムを再現することを目指す「Carbon」AI 制
御システムにある 53。これにより、Phoenix は他のロボットが苦手とするような、繊細な操作

が要求されるタスクを得意とする。 

ターゲットは、精密なマニピュレーションが不可欠な、複数の産業にまたがる汎用的なタスク

である。Sanctuary AI の差別化要因は、人型ロボット工学において最も困難な側面の一つであ

る、手の器用さとそれを制御する AI に主要なリソースを集中させている点にある。 

これらの米国企業間の競争は、市場がすでに多様なニーズに応じて分岐し始めていることを示

している。Figure と Tesla は、「汎用」という究極の目標を追求するハイリスク・ハイリター

ンな道を歩んでいる。一方で、Agility Robotics は、まず一つの収益性の高い問題（物流）を解

決するという、より焦点を絞った戦略をとっている。このアプローチは、汎用ロボットという

壮大な技術的挑戦に比べ、よりリスクが低く、確実な収益化への道筋を描きやすい。物流とい

う巨大市場を制覇できれば、そのキャッシュフローを元に、将来的により汎用的な野心へと繋

げることも可能だろう。これは、Figure の「すべてを一度に解決する」アプローチとは根本的

に異なる、市場参入戦略である。 

各社の技術は、それぞれの商業化戦略を物理的に具現化したものと言える。Boston Dynamics
の新しい Atlas が持つ、人間離れした動き 42 は、家庭での利用を想定していないことを明確に

示している。それは純粋な産業用ツールであり、親しみやすさよりも効率を優先している。

Tesla がコスト削減に注力していること 39 は、大衆市場、特に消費者向け製品という最終目標

に不可欠な要素である。そして、Figure 03 の「ソフト」なデザイン 8 は、家庭への進出とい

うビジョンを実現するための前提条件なのである。ハードウェアは、各社の事業計画そのもの

を映し出す鏡なのである。 

 

第 4 章 東洋の龍の台頭：中国の協調的躍進 
 



米国で多様な戦略が展開される一方、地球の反対側では、全く異なる競争力学が形成されてい

る。中国の人型ロボット産業の台頭は、個々の企業の努力だけでなく、国家的な戦略と強力な

政府支援に支えられた、協調的なエコシステムの結果である。これは、米国の競合企業にとっ

て、無視できない強力な挑戦者となる。 

 

国家戦略と政府の支援 
 

中国政府は、「中国製造 2025（Made in China 2025）」や「第 14 次五カ年ロボット産業発展

計画」といった国家レベルの計画において、ロボット工学を最重要戦略分野の一つとして明確

に位置づけている 4。 

これは単なるスローガンに留まらない。政府は補助金、産業パークの設立、研究開発への資金

提供などを通じて、具体的な支援を行っている 3。この政策の目的は、アクチュエータやセン

サーといった基幹部品の国内サプライチェーンを強化し、外国技術への依存を減らし、最終的

には人型ロボットの製造と配備において世界的なリーダーとなることである 3。この国家主導

のアプローチは、中国企業が成長し、規模を拡大するための肥沃な土壌を作り出している。こ

れは、米国の企業が個々の企業として競争しているのに対し、中国の企業は国家的な産業政策

という追い風を受けていることを意味し、本質的に地政学的な競争の様相を呈している。 

 

中国の主要な人型ロボット企業 
 

この強力な支援体制の下、中国では多数の有力な人型ロボット企業が急速に台頭している。 

● Unitree Robotics ( 宇樹科技)：四足歩行ロボットで名を馳せた Unitree は、人型ロボット

分野にも積極的に進出している。高性能モデルの H1 は、身長 1.8m、走行速度 3.3m/s と

いうスペックを誇り、価格は約 9 万ドルから 15 万ドルとされている 57。一方で、小型の

G1 は、わずか 16,000 ドルという破壊的な価格設定を目標としており、同社が性能とコ

ストの両面で競争する能力を持っていることを示している 60。 
● Fourier Intelligence ( 傅利葉智能)：医療・リハビリテーションロボット分野から参入し

た Fourier Intelligence の GR- 1 は、身長 1.65m、重量 55kg、可搬重量 50kg という高い

能力を持つ汎用プラットフォームである 61。同社はすでに GR-1 の量産と、ヘルスケアや

産業分野での商業応用を見据えている。 
● UBTECH Robotics ( 優必選科技)：中国の人型ロボットのパイオニアである UBTECHの

Walker S は、身長 1.7m、41 の自由度を持つ大型の産業用人型ロボットである 64。すでに



電気自動車メーカーNIO の工場など、実際の生産現場に導入されており、商業的な実績を

積み重ねている 66。 
● その他の新興企業：Astribot (S1)、Robot Era  (STAR 1)、Keple r Robotics  (Fore runner K2) 

といったスタートアップが次々と登場しており、中国国内の競争環境が非常に深く、ダイ

ナミックであることを示している 60。 

 

競争上の優位性 
 

中国企業は、いくつかの明確な競争上の優位性を持っている。 

● 製造エコシステム：中国が持つ比類なき電子機器製造およびサプライチェーンのエコシス

テムは、迅速なプロトタイピングとコスト効率の高い大量生産において、絶大なアドバン

テージとなる 5。 
● 価格破壊：Unitree のような企業は、このエコシステムを活用して、欧米の競合他社の価

格を大幅に下回る可能性のあるロボットを提供している 60。これは、欧米企業のビジネス

モデルに強烈な圧力をかけることになる。 
● イテレーションの速さ：多数の企業が国内で激しく競争し、それが政府の支援によってさ

らに加速されることで、信じられないほどのスピードで開発とイノベーションが進んでい

る 3。 

この状況は、人型ロボット市場における新たなパラダイムを生み出す可能性がある。Boston 
Dynamics のような米国企業が性能の頂点を目指す一方で、Unitree のような中国企業はコスト

を武器にする準備を整えている。Unitree G1 の目標価格である 16,000 ドル 60 は、欧米の同等

品の数分の一である。たとえその性能がより高価なロボットの 80%であったとしても、その価

格性能比は、広範なアプリケーションにおいて圧倒的に優位となる可能性がある。これは、市

場を「グッドイナフ（十分な品質）」な製品で革命的な価格で席巻し、既存企業がコスト構造

を調整する前に巨大な市場シェアを獲得するという、古典的な破壊的戦略である。この動き

は、世界市場を、中国企業が支配する「マスマーケット/グッドイナフ」セグメントと、欧米企

業が主導する「ハイエンド/ハイパフォーマンス」セグメントへと二極化させるかもしれない。 

 

第 5 章 グローバル競争のランドスケープ：直接比較分析 
 

人型ロボットを巡るグローバルな競争は、技術仕様の優劣だけでなく、各社が描く未来像、す

なわちその根底にある哲学の違いによって特徴づけられる。このセクションでは、主要な競合



企業の戦略を比較し、詳細な仕様表を用いて、それぞれの技術的な賭けと市場でのポジショニ

ングを明確にする。 

 

哲学の比較分析 
 

各社の戦略は、大きく四つの異なる方向性へと分岐している。 

● Figure AI ：AI と製造の垂直統合を志向し、産業用と家庭用の両市場を狙う「デュアルユ

ース」戦略を掲げる。特に、社会的な受容性を重視したデザインが特徴である。 
● Tesla：電気自動車事業で培った大量生産技術、コストリーダーシップ、そして AI とサプ

ライチェーンの知見を武器に、市場のコモディティ化を目指す。 
● Boston Dynamics ：性能における絶対的なリーダーシップを追求し、その卓越した運動

能力が不可欠となる、高価値で特殊な産業タスクに焦点を当てる。 
● 中国勢（例：Unitree ）：国家的な製造エコシステムを背景に、迅速な製品開発サイクル

と圧倒的なコスト競争力を武器に、市場の価格破壊を狙う。 

 

主要比較表：人型ロボットの巨人たち 
 

以下の表は、米国と中国の主要プレイヤーが開発するフラッグシップロボットの主要な仕様を

まとめたものである。これにより、各社の設計思想と技術的なトレードオフが一目でわかる。 

 

指標 Figure 
03  

Tesla 
Optimus 
Gen 2 

Boston 
Dynamic
s Atlas 
(Electric
) 

Unitree 
H1 

Fourier 
GR- 1 

UBTECH 
Walker S  

身長 1.73m 
(5'8")  

1.73m 
(5'8")  

約 1.5m 
(5'0")  

1.8m 
(5'11") 

1.65m 
(5'5")  

1.7m 
(5'7")  

重量 61 kg 約 57 kg 89 kg 47 kg 55 kg 65 kg 



可搬重量 約 20 kg 20 kg 非公開

（高） 
30 kg 50 kg 非公開 

速度 F02 の約

2 倍 
8 km/h 2.5 m/s (9 

km/h) 
>3.3 m/s 
(>11.8 
km/h) 

5 km/h 非公開 

自由度 
(DoF)  

35 28 (+手
22) 

非公開

（高） 
19 以上 最大 54 41 

駆動方式 電動 電動 
(Tesla 設

計) 

電動 (カ
スタム高

出力) 

電動 
(M107 モ

ーター) 

電動 
(FSA) 

電動 

AI システ

ム 
Helix (自
社 VLA) 

Tesla 
FSD AI 

強化学習 ユーザー

開発 
(ROS) 

LLM 統合 マルチモ

ーダル

LLM 

ターゲッ

ト市場 
デュアル

ユース

（産業、

家庭） 

産業

（Tesla）
、その後

消費者 

ハイエン

ド産業 
研究開

発、産業 
産業、ヘ

ルスケア 
産業（自

動車） 

主要な特

徴 
ソフトな

デザイ

ン、ワイ

ヤレス充

電 

コスト、

拡張性 
究極の運

動性 
速度、低

コスト 
高い可搬

重量、器

用さ 

工場統合 

推定価格 非公開

（手頃な

価格を目

指す） 

<$30,00
0 目標 

非公開

（ハイエ

ンド） 

約

$90,000  
非公開 非公開 



出典 8 37 40  57 61 64 

この比較表から、いくつかの重要な力学が浮かび上がる。まず、単一の「最高の」ロボットと

いう概念は存在せず、市場はすでに特定の用途に合わせてセグメント化され始めている。

Boston Dynamics の Atlas は、特定の条件下で最高のパフォーマンスを発揮する「F1マシン」

に例えられる。Tesla の Optimus は、信頼性が高く手頃な価格で大量に供給される「トヨタ・

カムリ」のような存在を目指している。Agility の Digit は、物流という特定の目的に特化した

「フォード・トランジットバン」である。そして Figure 03 は、都市（家庭）とオフロード

（産業）の両方に対応できる「クロスオーバーSUV」のような、多用途性を追求している。顧

客は、単一の勝者を選ぶのではなく、自らの特定のニーズ（運動性、コスト、器用さ、多用途

性）に基づいて、最適な「ツール」を選択することになるだろう。 

次に、ハードウェアの競争は物語の半分に過ぎないという点である。長期的な競争の主戦場

は、AI とソフトウェアプラットフォームへと移行する。ハードウェアプラットフォーム（スマ

ートフォンのようなもの）はある程度のコモディティ化が避けられない。真の価値は、ソフト

ウェアエコシステム（App Store のようなもの）に宿る。Figure の Helix、Tesla の AI、
Sanctuary の Carbon はすべて、この独自の知的コアを構築しようとする試みである。新しい

タスクを迅速に学習できる（新しいアプリをダウンロードするような感覚で）、最も適応性が

高く、訓練しやすい AI プラットフォームを創造した企業が、ハードウェアのわずかな差にかか

わらず市場を支配するだろう。この点で、一部の中国製プラットフォームが採用するオープン

なアプローチ（ROSのサポートなど）72 と、Figure や Tesla がとるクローズドでプロプライエ

タリなアプローチは、注目すべき戦略的な分岐点である。 

 

第 6 章 エンジンルーム：基盤技術と経済的現実 
 

人型ロボット産業全体の進歩は、その根底にある基盤技術と経済的な制約によって規定され

る。このセクションでは、業界の発展ペースを左右する主要な技術的ボトルネックと、それを

克服するための経済的な現実について掘り下げる。 

 

アクチュエータの優位性 
 

アクチュエータはロボットの「筋肉」であり、性能（速度、力、精度）とコストを直接決定づ

ける、最も重要なコンポーネントである 34。人型ロボットは 30 から 50 個のアクチュエータ



の集合体であり、その部品表（BOM）において最大の割合を占め、しばしば総ハードウェアコ

ストの 30 %から 50 %以上にも達する 34。 

技術的な核心課題は、トルク密度（単位重量あたりのトルク、Nm/kg）を向上させつつ、重

量、コスト、そして発熱をいかに削減するかにある 10。アクチュエータ技術の進歩は、AI の
華々しいニュースの影に隠れがちだが、市場の大量導入を左右する、より直接的で短期的な推

進力となる。アクチュエータのコストパフォーマンスにおける 20 %の改善は、LLM の会話能

力における 20 %の改善よりも、ロボットの商業的実現可能性に対して、より即時的かつ深遠な

影響を与える。したがって、アクチュエータ供給業者と技術トレンドの動向は、業界の成熟度

を測るための先行指標として注視すべきである。 

 

手頃な価格への道：BOM コストの削減 
 

現在の人型ロボットの価格帯（5 万ドルから 40 万ドル）は、従来の産業用ロボット（3 万ド

ル未満）と比較して非常に高く、普及の大きな障壁となっている 2。コスト削減は、すべての

主要プレイヤーにとって最優先の戦略目標である。 

Figure AI は、製造方法を CNC 機械加工からダイカストのような量産プロセスに移行すること

で、この課題に取り組んでいる 9。Goldman Sachs の分析によれば、高性能ロボットの BOM
コストは、わずか 1 年で約 40%（約 25 万ドルから約 15 万ドルへ）低下しており、これは従

来の予測を大幅に上回るペースである 73。この急激なコスト低下は、商業化へのタイムライン

を加速させる重要な要因となっている。特に、Unitree に代表されるように、中国国内のサプ

ライチェーンの発展が、世界的な価格低下に大きく貢献している 3。 

 

オペレーションの頭脳：具現化された AI と安全な強化学習（SRL） 
 

具現化された AI（Embodied AI）とは、物理世界を認識し、推論し、行動する知能を創造する

という壮大な挑戦である 18。これらの AI システムを訓練するプロセスは、極めて複雑である。

開発は、物理的なハードウェアに展開する前に、NVIDIA の Isaac Sim のようなシミュレーショ

ン環境を多用して、膨大な量の訓練データを生成することに大きく依存している。この「sim-
to- real（シミュレーションから現実へ）」の転送プロセスは、開発効率を飛躍的に高める 74。 

しかし、このプロセスには大きな課題が伴う。シミュレーションは常に現実世界の不完全な近

似であり、摩擦、センサーノイズ、予期せぬ物体の特性などを完全にはモデル化できない。シ



ミュレーションで訓練された AI を物理的なロボットに転送した際に生じる性能の低下、いわゆ

る「sim- to- rea l ギャップ」は、具現化された AI における最後のフロンティアである。より優

れたシミュレーションツールと、より頑健な転移学習技術を開発した企業が、物理的なテスト

に大きく依存する企業よりもはるかに速く AI を反復・改善できるようになるだろう。これが、

NVIDIA がシミュレーションプロバイダーとして戦略的に重要な役割を担う理由である。 

この文脈で、**安全な強化学習（Safe  Re inforcement Learning, SRL）**は、不可欠な技術分野

として浮上する。標準的な強化学習は試行錯誤を伴うが、数百万ドルのプロトタイプや人間の

安全が危険に晒される状況では、それは許容できない。SRL は、ロボットが壊滅的な失敗につ

ながる可能性のある行動をとることを防ぐため、安全上の制約を組み込んで訓練を行うことに

焦点を当てている 75。これは、ロボットが研究室を離れ、現実世界で運用されるための、譲れ

ない必須条件である。 

 

第 7 章 市場の軌道と経済的インパクト 
 

人型ロボットは、単なる技術的な好奇心の対象から、巨大な経済的機会へと変貌しつつある。

このセクションでは、主要な市場予測を基に、その市場規模、採用のタイムライン、そして

様々なセクターに与える変革的な影響を定量的に分析する。 

 

市場規模と成長予測 
 

金融大手 Goldman Sachs は、人型ロボット市場に関する重要な予測を発表している。それに

よると、市場規模は 2035 年までに 380 億ドルに達し、これは以前の予測の 6 倍以上にあた

る。同期間の出荷台数は 140 万台に達すると予測されている 5。Fortune Business Insights の

ような他の調査機関はさらに積極的で、2032 年までに市場規模が 660 億ドルに達すると予測

している 80。これらの予測は、業界が指数関数的な成長期に入りつつあることを示唆してい

る。 

 

段階的な採用タイムライン 
 

人型ロボットの普及は、一夜にして起こるものではなく、段階的に進むと予想される。 



● 第 1 フェーズ（現在〜5 年後）：産業と物流 
最初の導入の波は、製造業、物流、倉庫といった構造化された環境で起こる。「危険、汚

い、単調（dangerous, dirty, and dull）」な作業が主な対象となる。具体的なユースケー

スとしては、電気自動車の組み立て、部品の仕分け、コンテナのハンドリングなどが挙げ

られる 2。Figure  AI と BMW の提携や、Agility Robotics と Amazon のパートナーシップ

は、このフェーズがすでに始まっていることを示す好例である。 
● 第 2 フェーズ（5 年〜10 年後）：商業とサービス 

コストが低下し、能力が向上するにつれて、ロボットの導入はサービス産業へと拡大す

る。小売店での棚卸しや品出し、ヘルスケア分野での患者の移動支援、警備業務などが考

えられる 2。 
● 第 3 フェーズ（10 年後以降）：消費者と家庭 

最終的なフロンティアは家庭であり、ロボットが日常の家事をこなすようになる。この段

階に到達するには、最高レベルの安全性、汎用的な知能、そして社会的な受容性が不可欠

となる。Figure  AI は、この分野のリーダーとなることを明確に目標としており、早ければ

20 26 年には初期の家庭導入を目指している 1。 

 

未来の高価値アプリケーション 
 

工場や家庭を超えて、人型ロボットは人間が立ち入ることができない、あるいは立ち入るべき

ではない危険な環境での作業に不可欠な存在となる。これには、災害救助、原子炉のメンテナ

ンス、鉱業、そして最終的には宇宙探査や他惑星でのコロニー建設といった、人類の活動領域

を拡大するような高価値なアプリケーションが含まれる 5。 

この市場の拡大は、経済合理性の根拠が「労働力の代替」から「労働力の補完と実現」へとシ

フトしていることを示唆している。初期の議論はしばしば、ロボットが人間の仕事を奪うとい

う点に集中しがちである。しかし、特に高齢化が進む先進国において、より強力な経済的推進

力となるのは、人間だけではもはや埋めることのできない労働力不足の解消である。Figure AI
のような企業は、自社のミッションを労働力不足への対応と明確に位置づけている 18。多くの

先進国が、労働人口の減少という人口動態の崖に直面している。この文脈において、ロボット

は仕事を奪う存在ではなく、放置されれば経済停滞を招きかねない必要不可欠な労働を担う存

在となる。この視点の転換は、公共政策や社会受容性の観点から極めて重要である。ロボット

は雇用の脅威ではなく、経済成長と安定のためのツールとして認識されるべきなのである。 

さらに、人型ロボット市場の台頭は、隣接する産業に巨大な二次的効果をもたらす。2035 年

までに 140 万台のロボット需要が生まれるという予測 5 は、高性能アクチュエータ、特殊セン

サー、バッテリーメーカー、そして NVIDIA のような AI チップ設計者といった部品供給業者に

とって、一大ブーム市場を創出することを意味する 80。また、ソフトウェア開発者、シミュレ



ーションプラットフォーム、データラベリングサービスへの需要も急増するだろう。人型ロボ

ット産業は真空中に存在するのではなく、かつてスマートフォンがアプリ経済を生み出したよ

うに、新たな数兆ドル規模の技術エコシステムの中心的なハブとなる可能性を秘めている。 

 

第 8 章 ヒューマン・エレメントの航海：安全性、倫理、

そして社会的受容 
 

技術的な実現可能性は、人型ロボットの大量導入に向けた必要条件ではあるが、十分条件では

ない。最終的な成功は、人間の心理、安全規制、倫理規範といった、複雑でデリケートな非技

術的障壁をいかに乗り越えるかにかかっている。 

 

人間とロボットのインタラクション（HRI）における安全性 
 

ロボットが、隔離された工場の檻の中から、人間と協働する環境や家庭へと活動の場を移すに

つれて、安全性は最優先の懸念事項となる 83。これは、衝突の防止や衝撃を和らげる設計

（Figure 03 のソフトな外装や内部フォームのように）といった物理的な安全性と、予測可能

な行動や明確なコミュニケーションといった心理的な安全性の両方を含む 9。 

 

倫理的・法的枠組み 
 

自律型ロボットの台頭は、責任の所在、プライバシー、データセキュリティといった、重大な

倫理的・法的な問題を提起する 87。もしロボットが損害を引き起こした場合、その責任は所有

者、製造者、それとも AI 開発者の誰にあるのか。これは未解決の難問である。 

ユネスコのような国際機関は、すでに AI に関する倫理ガイドラインの策定に着手しており、人

間の監督、透明性、公平性、説明責任といった原則を強調している 91。これらの原則は、将来

の人型ロボットを規制する上で、極めて重要な基盤となるだろう。そして、この規制そのもの

が、新たな地政学的競争の舞台となる可能性がある。例えば、EU が GDPRのように、人型ロ

ボットに関する厳格な安全性やデータプライバシーの基準を確立した場合、巨大な EU 市場で

製品を販売したい企業はすべて、その基準に従わなければならなくなる。もしこれらの規制



が、欧州やその同盟国の企業の能力を念頭に置いて設計されれば、異なる基準で製造された競

合他社（例えば中国企業）に対する非関税障壁として機能する可能性がある。「安全」や「倫

理」を定義する競争は、未来の市場の形を決定する競争でもあるのだ。 

 

社会的受容性と不気味の谷 
 

「不気味の谷」仮説は、人間に酷似したロボットが、親近感ではなく不気味さや嫌悪感を引き

起こす可能性を指摘しており、社会的な受容性の大きな障害となりうる 6。この現象を緩和す

るための設計戦略として、過度に写実的な外観を避ける「中程度の人間らしさ」や、滑らかで

予測可能な動きを確保することが挙げられる 7。Figure 03 のソフトで様式化されたデザイン

は、まさにこの原則を応用したものである 8。 

さらに、近年の研究では、LLM（大規模言語モデル）を搭載した高度な会話能力が、不気味さ

を大幅に軽減し、人間との信頼関係を築く上で有効であることが示唆されている 93。これは、

ロボットの物理的な外観と同じくらい、AI が持つ「個性」が重要になることを意味する。 

ハードウェアの性能がある程度コモディティ化していく中で、特に消費者市場においては、AI
の会話能力や行動のニュアンスによって駆動されるインタラクション体験が、製品を差別化す

る主要な要因となるだろう。不気味の谷を乗り越える鍵は、より優れた会話能力にあるかもし

れない。将来的には、複数の物理的に有能なロボットの中から、消費者は最も快適で、協力的

で、信頼できると感じるインタラクションを提供するロボットを選ぶことになる。これによ

り、言語、トーン、インタラクションデザインに焦点を当てる AI 開発チームの重要性が高ま

る。企業は、単なるスペックだけでなく、今日の音声アシスタント（Siri、Alexa など）がそれ

ぞれ異なるペルソナを持つように、自社の AI が持つ「個性」をマーケティングの前面に押し出

すようになるだろう。 

 

結論：戦略的展望と未来への主要指標 
 

本レポートで詳述してきたように、Figure 03 の登場は、人型ロボット開発が新たな時代に突

入したことを示す象徴的な出来事である。このグローバルな競争は、拡張可能なハードウェ

ア、垂直統合された具現化 AI、そして社会的な信頼という三つの要素を制覇した者によって勝

敗が決するだろう。 

 



主要な分析結果の要約 
 

分析の結果、人型ロボット市場は、それぞれ異なる哲学を持つプレイヤーによる多角的な競争

の様相を呈していることが明らかになった。Figure AI は、技術、製品デザイン、そして規模拡

大への明確な戦略をバランス良く組み合わせ、この変革的な産業において決定的な役割を果た

すべく、極めて有利なポジションを築いている。米国の競合他社は、大量生産によるコストリ

ーダーシップ（Tesla）、究極の運動性能（Boston Dynamics）、特定分野への特化（Agility 
Robotics）といった多様な戦略を追求している。一方で、中国は強力な国家戦略と製造エコシ

ステムを背景に、コスト競争力と迅速な開発サイクルを武器に、長期的な視点で手強い挑戦者

として台頭している。 

 

今後注視すべき主要指標 
 

この急速に進化する市場の動向を正確に把握するためには、以下の主要指標を継続的に監視す

ることが不可欠である。 

● アクチュエータのコストパフォーマンス：主要サプライヤーが提供するトルク密度あたり

の価格（$/Nm）の推移。特定の閾値を下回った時が、マスマーケットでの実現可能性が

飛躍的に高まるシグナルとなる。 
● バッテリーのエネルギー密度：バッテリー技術の進歩は、ロボットの稼働時間と運用効率

に直結する。 
● AI の汎化性能ベンチマーク：Helix のような AI モデルが、未知のタスクを最小限の追加

データで学習する能力（ゼロショットまたはフューショット学習）。これこそが、真の汎

用知能を測るための核心的な指標である。 
● 規制のマイルストーン：自律型人型ロボットに関する、最初の包括的な国内または国際的

な安全性・責任基準の策定。 
● 最初の大規模展開：商業環境において、最初に 1,000 台以上のロボットの展開に成功した

企業は、データと運用ノウハウにおいて計り知れないアドバンテージを得るだろう。 

 

最終的な戦略的評価 
 

今後 10 年間は、激しい競争と急速なイノベーションによって定義されるだろう。現在、米国

は基盤となる AI 技術と最先端の研究開発でリードしているが、中国の製造能力と国家主導の戦



略は、長期的に見て強力な挑戦となる。このダイナミックな環境の中で、技術的な優位性だけ

でなく、市場のニーズを深く理解し、社会との共存を前提とした製品を設計し、そしてそれを

経済的に持続可能な形で大規模に供給する能力が、最終的な勝者を決定づける。人型ロボット

の時代は、もはや SF の世界の話ではない。それは、今まさに始まろうとしている経済と社会

の次なる巨大な変革なのである。 
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